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秋
も
深
ま
り
朝
夕

の
寒
さ
が
身
に
し

み
る
季
節
と
な
っ

て
き
た
が
、
皆
さ

ん
は
今
夏
の
参
議

院
選
挙
の
こ
と
は

忘
れ
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
ご
承
知
の
と
お
り
組

織
内
の
「
鬼
木
ま
こ
と
」
さ
ん

は
、
見
事
初
当
選
さ
れ
た
。
し

か
し
、
県
内
の
得
票
数
は
前
回

よ
り
伸
ば
し
た
も
の
の
目
標
に

は
届
か
な
か
っ
た
▼
一
方
、
10

月
に
投
開
票
さ
れ
た
加
東
市
議

会
議
員
選
挙
は
、
県
本
部
推
薦

の
「
松
本
み
わ
こ
」
さ
ん
が
目

標
の
１
、０
０
０
票
を
大
き
く

上
回
り
初
当
選
さ
れ
た
。
播
磨

ブ
ロ
ッ
ク
の
定
期
総
会
に
お
い

て
「
自
治
労
県
本
部
、
ブ
ロ
ッ

ク
、
近
隣
単
組
と
当
該
単
組

が
一
丸
と
な
っ
て
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で

す
」
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ら
れ
た
▼
参
議
院
選
挙
の
丁

寧
な
総
括
が
急
務
だ
が
、
打
開

策
は
地
方
自
治
体
選
挙
の
取

り
組
み
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
▼
来
春
は
統
一
自
治
体
選
挙

だ
。
加
東
市
議
選
の
取
り
組
み

に
学
び
、
組
織
内
議
員
の
必
勝

に
向
け
、
自
治
労
兵
庫
県
本
部

は
一
丸
と
な
っ
て
た
た
か
お
う
。

25日　労働組合つぶしを許さない兵庫の会総会・
　　　学習会（中央区文化センター）
30日　総がかり行動兵庫11.30憲法集会

（中央区文化センター）
３日　県本部囲碁・将棋大会（ひょうご共済会館）

当面の日程

おいつかない

　

単
組
で
の
交
渉
時
に
当
局
か

ら
「
県
か
ら
の
強
い
指
導
・
助

言
が
あ
る
」
と
い
う
決
ま
り
文

句
が
よ
く
出
さ
れ
る
。
こ
の

「
県
」
と
い
う
の
は
、
市
町
の

人
事
行
政
へ
の
助
言
を
業
務
と

す
る
総
務
部
市
町
振
興
課
を
指

す
こ
と
が
多
い
。

　

自
治
労
兵
庫
県
本
部
は
、
年

２
回
こ
の
市
町
振
興
課
に
申
し

入
れ
を
行
い
、
協
議
の
場
を
持

ち
、
市
町
へ
の
助
言
内
容
や
勤

務
・
労
働
条
件
に
関
し
て
の
見

解
を
確
認
し
て
い
る
。
今
年
も

賃
金
確
定
期
に
合
わ
せ
、
11
月

１
日
に
兵
庫
県
庁
内
に
お
い
て

市町振興課の見解を求める交渉団

協
議
を
行
っ
た
。

　

協
議
冒
頭
に
県
本
部
か
ら
、

未
払
い
賃
金
な
ど
の
市
町
で
の

法
違
反
是
正
に
つ
い
て
の
助
言

を
強
く
要
請
し
、
課
題
を
共
有

し
た
。
そ
の
他
、
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ

へ
の
対
応
、
定
年
年
齢
引
き
上

げ
や
高
齢
者
部
分
休
業
制
度
の

条
例
化
な
ど
、
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

特
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
人
事
院
勧
告
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
県
本
部
と
し
て
月
例

給
・
一
時
金
と
も
正
規
職
員
同

様
の
扱
い
を
求
め
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

町
振
興
課
を
よ
り
深
く
追
及
し

「
常
勤
職
員
の
取
り
扱
い
に
準

じ
て
改
定
す
る
こ
と
が
基
本
」

と
い
う
見
解
を
引
き
出
し
た
。

　

15
項
目
に
及
ぶ
個
々
具
体
の

協
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
単
組

の
交
渉
材
料
と
す
る
た
め
、
文

書
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
11

月
４
日
の
県
本
部
決
起
集
会
で

交
渉
結
果
の
報
告
を
し
た
。 

　

10
月
26
日
に
連
合
兵
庫
第
32

回
地
方
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
連
合
兵
庫
を
代
表
し
て
福

永
明
会
長
は
「
労
働
人
口
の
減

少
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア

の
軍
事
侵
攻
な
ど
が
日
本
の
経

済
情
勢
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
２
０
２
３
春
闘
は
物
価
の

上
昇
に
対
し
て
、
賃
上
げ
を
促

し
、生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
す
。

集
団
的
労
使
関
係
を
構
築
し
、

仲
間
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
。
統

一
地
方
選
挙
で
は
、
地
方
政
治

の
重
要
性
を
訴
え
、
推
薦
候
補

者
の
当
選
を
め
ざ
す
こ
と
」
な

ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
各
議
案
・
特
別
決

議
が
提
案
さ
れ
、
全
体
で
確
認

し
て
承
認
し
た
。

主催者あいさつをする福永会長

　

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
は
10

月
14
日
を
統
一
行
動
日
と
し
９

単
組
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
す

る
な
ど
、
各
単
組
で
交
渉
が
実

施
さ
れ
た
。

　

県
職
労
は
給
与
制
度
見
直
し

に
つ
い
て
「
従
来
の
労
使
協
議

制
を
尊
重
し
移
行
後
の
課
題
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
誠
意
を

も
っ
て
対
応
す
る
」
と
の
回
答

を
引
き
出
し
妥
結
。

　

神
戸
市
従
は
定
年
引
き
上
げ

に
伴
う
高
齢
期
の
雇
用
職
場
の

整
備
な
ど
を
追
及
し
、
適
切
に

対
応
す
る
と
の
回
答
を
引
き
出

し
収
束
。

　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
西

宮
水
労
が
直
営
堅
持
、
事
前
協

議
制
を
確
認
す
る
と
と
も
に
５

年
ぶ
り
に
次
年
度
技
能
労
務
職

２
人
を
採
用
。
猪
名
川
町
職
は

退
職
不
補
充
を
改
め
、
適
正
な

人
員
を
計
画
的
に
確
保
す
る
こ

と
を
確
認
。
伊
丹
病
院
労
組
が

直
営
堅
持
を
確
認
す
る
な
ど
の

成
果
が
あ
っ
た
。

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
明
石
市

職
労
が
現
業
職
の
継
続
し
た
新

規
採
用
の
確
認
。
加
古
川
市
職

労
で
は
学
校
給
食
調
理
員
の
配

置
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
合

意
。
高
砂
市
職
は
土
木
職
の
４

人
採
用
に
向
け
て
努
力
す
る
と

の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
八
鹿

病
院
職
組
が
調
理
員
１
人
を
募

集
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　９月28日に開催された「狭山事件の再審にむけ
た全国一斉要請集会in兵庫」において、狭山事件
第３次再審請求闘争に関し、東京高裁に事実調べ

（鑑定人尋問・鑑定）の実施を求めるため、年内
20万筆を目標とする署名運動などが提起されまし
た。狭山弁護団が、事実取調請求書を提出したこ
とにより、まさに最大のヤマ場を迎えています。
すでに第１次集約で10万筆を集めていますが、目
標まで達成していません。最終集約は12月14日と
なっていますので、単組・組合員の積極的なご協
力をお願いします。（２面に関連記事掲載）

事実調べ（鑑定人尋問・
鑑定の実施）

求め署名運動を

おやすみ漫

市町振興課交渉
会
計
年
度

任
用
職
員

常
勤
に
準
じ
て
改
定
す
る
こ
と
が
基
本

協
議
結
果
を
確
定
交
渉
で
最
大
限
追
及
を

連合兵庫第32回地方委員会

統一地方選挙での
推薦候補の当選めざす

西
宮
水
労
で
５
年
ぶ
り
採
用

直
営
堅
持
を
確
認
す
る
成
果
も
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通
例
で
あ
れ
ば
、
５
年
に
１

回
の
退
職
手
当
の
見
直
し
の
交

渉
が
行
わ
れ
る
年
だ
が
、
国
家

公
務
員
の
退
職
手
当
の
水
準
改

定
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

19
市
12
町
退
職
手
当
共
闘
会
議

は
、
退
職
手
当
の
水
準
改
定
の

交
渉
で
は
な
く
、
２
０
２
３
年

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
定
年
年

齢
引
き
上
げ
に
伴
う
退
職
手
当

条
例
改
正（
２
項
目
）に
関
し
て

交
渉
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
退
職
手
当
組
合
は
共

闘
会
議
と
の
交
渉
時
に
は
、
副

組
合
長
（
前
稲
美
町
長
）
が
交

渉
団
の
責
任
者
と
し
て
同
席
し

て
い
る
が
、
交
渉
時
は
空
席
で

あ
る
こ
と
か
ら
事
務
局
長
を
責

任
者
と
し
て
交
渉
を
実
施
し
た
。

　

定
年
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
う

一
般
職
員
が
60
歳
に
な
っ
た
日

以
後
に
非
違
（
違
法
な
こ
と
）

に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者

に
対
す
る
退
職
手
当
の
取
り
扱

い
と
し
て
、
準
則
に
基
づ
く
改

正
（
当
分
の
間
、
勤
続
年
数
を

同
じ
く
す
る
定
年
退
職
者
と
同

様
に
算
定
、
ま
た
定
年
の
引
き

上
げ
に
伴
う
給
料
月
額
の
改
定

は
減
額
改
定
に
該
当
し
な
い
も

の
と
し
て
、
減
額
前
の
給
料
月

額
が
退
職
日
の
給
料
月
額
よ
り

も
多
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る
退

職
手
当
の
基
本
額
の
計
算
方
法

の
特
例
『
ピ
ー
ク
時
特
例
』
の

適
用
対
象
）
で
あ
る
こ
と
か
ら

条
例
改
正
案
ど
お
り
合
意
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
等
に
係
る
勤
務
日

数
に
関
す
る
要
件
緩
和
に
つ
い

て
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
等

に
対
す
る
退
職
金
の
支
給
に
関

し
て
、
１
ヵ
月
の
勤
務
日
数
が

20
日
に
満
た
な
い
日
数
に
つ
い

て
、
18
日
に
み
な
す
改
正
に
つ

い
て
の
条
例
改
正
案
に
つ
い
て

も
準
則
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
か

ら
合
意
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
川
西
市

議
会
議
員
選
挙
が
10
月
16
日
に

投
開
票
さ
れ
、
県
本
部
推
薦
の

谷
正
充
満
候
補
は
１
５
６
６
票

を
獲
得
し
た
も
の
の
次
点
に
終

わ
っ
た
。

　

ま
た
、
10
月
23
日
投
開
票
の

加
東
市
議
会
議
員
で
は
、
新
人

で
立
候
補
し
た
自
治
労
組
織
内

の
松
本
美
和
子
候
補
は
、
子
ど

も
ら
へ
の
福
祉
充
実
な
ど
を
訴

え
、
女
性
の
支
持
を
得
る
な
ど

１
２
３
２
票
を
獲
得
し
、
２
位

で
初
当
選
を
果
た
し
た
。

初当選を果たした松本さん

　

10
月
28
日
、
狭
山
事
件
の
再

審
を
求
め
る
市
民
集
会
が
開
催

さ
れ
た
。
集
会
は
、
壇
上
に
東

京
高
裁
に
11
人
の
鑑
定
人
の
証

人
尋
問
と
鑑
定
実
施
・
再
審
開

始
を
求
め
る
10
万
を
超
え
る
署

名
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

石
川
さ
ん
は
「
48
年
前
の
判

決
を
思
い
出
す
と
悔
し
く
て
眠

れ
な
い
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

署
名
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
。

私
が
元
気
な
う
ち
に
無
罪
を
勝

ち
取
れ
る
よ
う
ご
支
援
を
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
参
加
者
が
拍
手
で

激
励
し
た
。
集
会
後
、
霞
ヶ
関

周
辺
を
デ
モ
し
支
援
を
訴
え
た
。

狭
山
事
件
と
は
、
１
９
６
３
年

５
月
狭
山
市
で
女
子
高
生
が
誘

拐
さ
れ
、
届
い
た
脅
迫
状
に
よ

り
40
人
の
警
察
官
が
張
り
込
む

中
、
犯
人
を
取
り
逃
が
し
遺
体

を
発
見
。
警
察
は
被
差
別
部
落

に
見
込
み
捜
査
を
集
中
し
、
証

拠
も
な
い
ま
ま
石
川
一
雄
さ
ん

を
別
件
逮
捕
、
犯
人
に
で
っ
ち

上
げ
た
。
一
審
は
死
刑
、
二
審

で
は
無
期
懲
役
が
確
定
。
現
在

第
３
次
再
審
を
請
求
中
。

地
問
題
の
本
質
は
本
土
に
あ
る
。

デ
マ
と
偏
見
に
よ
り
差
別
が
加

速
し
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
が
発

生
し
て
い
る
。
必
死
に
た
た
か
っ

て
い
る
人
へ
の
醜
悪
な
笑
い
の

根
底
に
は
差
別
が
あ
り
、
今

の
日
本
は
差
別
を
許
す
社
会
。

様
々
な
方
が
一
緒
に
生
き
て
お

り
、
共
存
し
て
い
る
と
自
覚
が

必
要
」
と
熱
弁
を
振
る
っ
た
。

　

講
演
後
は
差
別
の
解
消
に
向

け
て
の
意
見
を
３
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら
現
状
や
課
題
、
思
い

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

人
権
啓
発
研
究
第
43
回
兵
庫

県
集
会
が
10
月
23
日
、
県
立
の

じ
ぎ
く
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
石
本
清
英
実
行
委
員

会
会
長
は
「
今
年
、
水
平
社
創

立
１
０
０
年
。
こ
れ
ま
で
人
権

へ
の
取
り
組
み
が
深
化
し
て
き

た
が
、
人
権
に
対
す
る
意
識
調

査
結
果
を
見
る
と
自
分
の
権
利

へ
の
意
識
が
乏
し
い
。
権
利
を

知
ら
な
け
れ
ば
、
権
利
行
使
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
人
権
へ

の
啓
発
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
け
ば
よ
い
の
か
、
一
緒
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
田
浩
一

さ
ん
が
外
国
人
差
別
や
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
の
現
場
を
取
材
し
て

き
た
経
験
を
も
と
に
「
沖
縄
基

10万筆の署名と石川さんご夫妻

あいさつをする石本実行委員会会長

デ
マ
と
偏
見
に
溢
れ
て
い
る

差
別
を
許
す
社
会
は
決
し
て
ゆ
る
さ
れ
な
い

川西・加東市議選結果

松本さん初当選を果たす
谷さん一歩及ばす惜敗

狭山事件の再審を求める市民集会

無罪を勝ち取るため
引き続き署名にご協力を

19市12町退手組合交渉

定
年
引
き
上
げ
に
伴
う
改
正
を
合
意

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
の
要
件
も
緩
和


